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ようこそ新入生の皆さん 一緒に頑張りましょう 
 ４月 6日、美浜町長（代理）や中学校の校長先生に来賓としてご出席

賜り、理事長・学園長・学長・各学部学部長・同窓会長・PTA 会長など

のご臨席をいただき、第 59回入学式が挙行されました。吹奏楽部の「威

風堂々」の入場演奏の中、新入生 155名が入場。第一部（式典）では校

長式辞・来賓祝辞の後、２人の新入生が決意を述べてくれました。第二

部（新入生を励ます会）では、２年生による合唱や構成詩で新入生を祝

いました。続いて教員が入学式恒例の「たんぽぽ」他１曲を合唱、学年

主任から歓迎の言葉を贈りました。新入生の皆さん、入学おめでとう。

保護者の皆様、ご出席いただきまして、ありがとうございました。 

校長式辞（抜粋） 

○未来を確かに生きるために、高校時代に行っても

らいたい４つのふれあいについてお話ししたいと

思います。 

 一番目は、学びとのふれあいです。学びの中心は

言うまでもなく授業です。高校の学習は中学の学習

を基礎に、新しい科目も加わり、さらに広く深く取

り組みますが、将来より専門的な学びをするための

土台となるものです。どうか学習に積極的に挑戦し

てください。 

 二番目は人とのふれあいです。ボランティアや

様々な地域活動を通じて、多様な生き方に触れ、自

分が将来なりたい大人像や職業観を確立してもら

いたいと思います。外国の人達との触れ合いも大き

な意味があります。本校ではイギリスやオーストラ

リアの語学研修を始めとし、世界の高校生や大学生

と、英語と ICTを活用してプレゼンテーションを行

うワールドユースミーティングにも毎年とりくん

でいます。どうか積極的に参加してください。 

 三番目は社会とのふれあいです。今年から 18 歳

選挙権が実現します。社会をよりよくするにはまず

知ることから始めてください。若者が社会を変え、

世の中を動かす力となります。 

 最後の四番目は本とのふれあいです。 

ウォルト・ディズニーは「宝島の海賊たちが盗んだ

財宝やカリブ海の底に眠っている宝物よりも、本は

多くの宝が眠っている」と言っています。と述べて

います。本校では朝の読書にとりくんでいますが、

自宅でもできるだけ本を読んでください。 
 ○入学おめでとうございます。教職員一同、皆さんの夢や目標の実現のため全力でサポートしたいと思います。 

  学校は今、よりよい教育を目指して「学力向上と部活動の活性化」を柱に改革を行っています。昨年度から 

  少しずつ成果が生まれています。英検合格者の倍増、サッカー部などの強化等々。さらに進路実績の拡大を 

  めざし、改革を進めていきます。詳しくは後日の学年学級懇談会で報告したいと思います。今年度も月１で、

「校長室だより」を発行します。よろしくお願いいたします。（本校 HPでも見られます。） 

万人の福祉のために 

真実と慈愛と献身を  

 

 

  ～抜粋～ 

○私はこの学校の雰囲気の良さと行事の豊かさ、そ

してコース制に惹かれ受験を決意しました。文化

祭にも参加し、先輩や先生方の楽しそうな場面や

体育館での和太鼓部や音楽部の演奏、教室展示を

目にし、高校生活への期待が高まりました。 
勉強面では特に英語を頑張り、今年中に英検準２

級をとることを目標に努力していきたいです。ま

た部活は音楽部を考えています。文化祭や行事を

楽しみ、記憶に残るような思い出を沢山つくって

いけるような高校生活を送りたいと思います。 
（I さん） 

○「私には一生懸命とりくみたいことが２つありま

す。一つ目は部活動です。私は硬式野球部に入部

します。野球は一番好きなスポーツで、幼い頃か

ら始めて、高校でも続けたいと思い希望しました。

甲子園という舞台で活躍する高校球児のように全

力でプレーする、そんな野球がしたいです。   
二つ目は勉強です。卒業後は設立予定の日本福祉

大学スポーツ科学部に進学して、将来的には野球

やスポーツに携わる職業に就きたいと思います。」 
                   （K 君） 

    


